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加藤 周一 「核廃絶へ」 を教材 に
一 読解の方法と目標一
坪 井 佐 奈 枝
キーワー ド
学生主体の授業,発 表,討 論,感 想文
1998年5月,イ ン ドで核実験 が行 われ た。 目本人 に とって,衝 撃的 な
ニュースであった。それが今 目どの ような意味 をもってい るか を具体的 に
は知 らな くて も,多 くの 目本人 は"こ れ で世界平和への道 が暗 い ものにな
る"と 感 じた にちがいな い。唯一 の被爆 国だ か らであ る。原爆 投下 か ら
53年,世 代 も替 わ って,風 化 が懸念 され ているが,そ れ で も私 た ちは8
月6目 か ら15目 に至 る夏 の 目に,テ レビや新 聞で広 島 ・長崎 そ して戦争
の意 味 につ いて考 えさせ られ る映像や文 章 に出会 う。繰 り返 し見 てい る
と,原 爆 の恐 ろしさは感 覚の レベルで記憶 され,「核実験=ひ どい」 と反
応 して しま う。
外 国人 に この感 覚 は育 ちに くいだろ う。被爆 国 目本 に来た留学生 には,
かねてか ら 「原 爆」「核兵器 」 に関心 を持 ってほ しい と考 えていた。そ こ
で98年 前期 の授 業 に,朝 目新 聞夕刊,1998年5月20目,加 藤周 一 の
〈夕陽妄語〉 「核廃絶へ」 を教材 として とりあげ ることにした。
クラスは読解VIIIレ ベル,大 半 は新 聞の 目常的な記事 な ら辞書 な しで
読 む能力 がある。 しか し,「核廃絶へ」は一通 り読 んだだけで 「わか った」
とはい えない内容 である。漢字の読 み方 をは じめ として内容理解 に達 す る
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課程 をい くつ かの例 に よって示す。 また 「知 るこ と」 が単 なる知識 に とど
ま らず,新 しい 自分 の発見 ・自己変容 ・自己変革へ繋げ る とい う 「読解 の 目
標 」 をおいた授業 を試みたク ラスでもあった。その点 について も触れ る。
1.読 解 の方法
(1)授業の進め方
6月2目,前 教材 を終 え,残 りの10分 間 に 「核廃絶 へ」 を教師 が音読
して導入 とした。 このクラスは教 師主導で な く,学 生が分担 した範 囲 を自
由に授業 を進 めて よい ことに していた。 この文 章は4つ の部分 か ら成 る。
タテ16字 で,便 宜 上<1>18行,<2〉20行,<3>一A38行,〈3〉一B32
行,〈4>一A16行,<4〉一B27行 とし,6人 の分担 とした・まず詳細 に読
み質問に答 え られる準備 をして くる。多 くの場合一 文ずつ区切 って,自 分
が必要だ と思 う語句 ・表現 ・事項 につ いて説明 し,疑 問 に答 え,場 合 によ
って教 師 が補足す る,と い うような手順 で授 業 は進 め られ る。週1回 の
授業,27名 のクラスであ る。
(2)P授業 の流れ
6月9日
〈1>Z(韓国)担当
全 文
5月11目及び13目に,併せて5回 の地下核実験 を・インドの
ヴァジパイ政権が行った。その内容は核融合や中性子爆弾を含む,
未臨界実験用の資料の収集も目的 としていたらしい。すなわち高度
の技術的水準 を示す。
インド政府によれば,放射性物質は大気中に放出されなかった。
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満謀灘 轍 鰐)膿讐器灘鶯
i国際的約束 も破ったわけではない(ヴィーンの国際原子力機関の声
湧 「イ ン タ 寸 シ ョナ ノレ ・一 ラ ノレ ド ・ ト リ ビ ユ ー ン 」・98・5・
i12)。実験 は全 く合法的で ある。
ONPT,CTBTにっいて発表。
○クラスのインド人学生にZが インドについて質問。
贋1漢 字のよみ方にっいて
a・包括/的/核/実 験/禁 止/条 約。放射/性/物 質。
漢字の長い連な りは,ど こで意味的に切れるかを考えなが ら読む。つま
り漢字は2文 字の組合せが多いから,既 知の語 を手がか りに し,r的」
「性」のような接尾語要素 を判断する。アクセン トは最後尾で下がる場合
が多い・(一 。画痴 麹.)
b。未/臨界/実 験/用 。
「未」 は接頭語,「用」 は接尾語。'(大人/用 。子 ども/用/プ ール。
「用」で終る揚合アクセントは下がらない。
圏2語 句
「高度の技術水準 とは～」「核融合や中性子爆弾 を含み,未臨界実験用の
資料の収集 も目的 としていた らしいJと いう答は形式上正しいだろう。し
かし,核実験 自体,高 度の技術水準がなければ不可能であり,ここで問題
とされるのは 「未臨界実験を行 えるまでの高度な技術を持 った」 というこ
とである。
圃3未 臨界実験 とは何か。
NHKス ペシャル 「姿なき核開発一 核兵器最前線 で何が起 きている
か」のビデオを見せた。1997年8月6目に放送 されたものである。実験
の背景,第 一回の実験のようす,そ してなぜ高度な技術であるのか説明 し
ている。
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1996年9月10目,包括的核実験禁止条約(CTBT)が国連で採択 さ
れた。「包括」 とは 「すべてをひっくるめる」のだが,何 をひっくるめ
るのか。初期の実験は,広 島 ・長崎の原子爆弾 と同じく大気中で爆発 さ
せた。しかし,ビキニ実験以後 「死の灰」,放射能 による被害の大きさ
から研究 が進み,灰 を降らせない地下核実験が行われるようになった。
っまり大気中,水 中,地下ひっくるめて核実験を禁止 しようという条約
である。
これで一歩 「平和」へ前進 したかに見えた。しか し,科学者は"制
約"を バネにして新たな研究に情熱 を傾け,爆 発を伴わない実験方法を
完成 した。これが 「未臨界核実験」である。
ではなぜ核実験が必要なのか。保有する核兵器は古くなると使えない
可能性がある。いつでも使用可能でなければ,兵器の意味がない。それ
で地下実験を行ってきたのだ。その 「古 くなる」のはプル トニウムの性
能である。通常の核爆弾は,高性能爆薬が爆発するとプル トニウムが圧
縮 され同時に核分裂の連鎖反応をおこす。この連鎖反応が臨界 と呼ばれ
る限界点 を越えると核爆発をお こす。さらに核融合 して巨大な爆発,一
瞬にして何万人 もの命 を奪 うものとなる。未臨界(放送では聞 きとりや
す さから臨界前 とい う)実験は,プ ル トニウムの量が少なく臨界に達し
ないが,必要なデータは集められ,製造 されてから年月の経った核兵器
が設計通 りに爆発することが確 かめ られるとい う。放送では模型図によ
って説明された.
1997年7月2日の初実験で,揺れ を感知する装置が反応 したのは2/
1000秒。見守 るロスアラモス研究所の科学者たちから拍手がおきた。
長 い説明 となったが,一 挙 にこの レベ ルまでイ ン ドの核実験 は行 ったの
である。
圏4論 理性
イ ン ド政府 は 「NPTに もCTBTに も参加 していないか ら,実 験 によ
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っていかなる条約 も国際的約束も破ったわけではない」に続 く 「実験は全
く合法的である」の一文は,一般の目本人 には書けない,書 かない文なの
ではないか。論理的には確かにそうだが,心情的に肯定できないからであ
ろう。 ドイツ人はわか りやすい文章だとい う。難解そうに見えてもな じみ
やすい面があるらしい。〈3〉の記述にもこの論理が表われる。
〈2>H(ドィ ッ)担当
要約 文
イ ンドの実験により 「核拡散」がおきた。拡散が一度おこれば,
核武装国はどこまで増 えるかわからない。核武装国の増加は核戦争
のおこる確率の増大を意味する。だから大多数の国がイ ンドの政策
を批判 したのである。
○「増加」 と 「増大」 のちがい について発表 。
○イ ン ド人が 自国 の立場 を次週発表 。
○世界 中の心配 をよそ にパ キ スタ ンも実験 。K(買 シ ア)がパ キス タンの
実験 とその意味 を発表予定。(新聞切抜 き30枚 以上教 師か らKに 渡す)
○雑誌 「アエ ラ」95・8・10刊 。戦後50周 年 記念 増刊 『原爆 と日本人
一 ヒロシマ とナガサキを忘れ ない』 を回覧 。
○「きょうの感想」
6月16日 公開授業
○「今 日の感想」(前回分)紹介
○〈3>一AS(ドィッ)担当
〈3〉一BB(ド ィ ッ)担当
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要約文
NPT体 制 の第一の面は,不 拡 散で ある。今 まで の ところ,核 武
装の管理 と縮 小は進 んできたが,核 兵 器廃絶へ 向かっている とはい
えない。
第二の面は,米 ・露 ・英 ・仏 ・中五 ヵ国の核兵器独 占である。独
立主権国家間 の平 等の原則 に反 し,不 公平 である。
その不平等 または不公平 は二重 である。不公 平の第一 は,五 ヵ国
と他 のすべ ての国 との差別 。例 えば フランスが核武 装 し,イ タ リア
が して はな らない,と い う理 由は説 明で きない 。不公平 の第二 は,
五 ヵ国間の不平等 。米 ・露 と仏 ・英 ・中 の格差 は大 きい・
これほ ど不公平 な体制が長続 きす るはず がない。イ ン ドはそれ を
証明 した ともい える。 しか し,イ ン ドは不公平体制 を破 って,よ り
現実的で理性 的な代案 を示 したのではな く,核 拡散,核 軍備競争へ
の後 も どり,核 戦争の危険への道 をひ らいたのである。
ON(イ ン ド)「イ ン ドはなぜ核実験 を行 ったか」発表。後 で原稿 を くれた
ので原文 のまま掲 載す る。
イン ドはなぜ核実験を行ったか
ニッシム ・ベデカル
イン ドが行った地下核実験は全世界からの非難 を浴びた。特に目
本の政府 と国民はインドの核実験に激 しく反対 した。原爆の被害を
受けた唯一の国 としてその反対の気持ちがもちろん分かるが,反対
者のほとんどはイン ドの地政学的な立場 を十分に理解せずにただ感
情に駆 られて反対 しているのではないかと思 う。と言 うことで今 目
は我々が行 った核実験の目的と核問題に対するインドの見方を説明
させて頂きたいと思 う。
わたしの意見ではイン ドの核実験の目的 として次の三つが挙げら
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れる。
rイ ン ドに対 して反対活動 を停止 しなさいとパキスタンにハ
ッキリ警告を。
二 国防のことでイン ド国民が持 っている不安 と不満 をなくし,
国民を安心させる。
三・ 世界の世論にかかわらず,NPT・CTBTの ような不平等
な条約を絶対認めないとハ ッキリ宣言を。
一,パ キスタンに警告を
御存 じのようにカシュミールを巡 ってインドとパキスタンは三回
も戦争したことがあり,イン ドからの分裂 を目指 してカシュミール
でテ・活動 をやっているテ・団体はパキスタンからのお金 と武装の
支援を受けている。そのテロ活動家がパキスタンで訓練を受けてい
る証拠 もある。カシュミールの領土問題をイン ドとパキスタンの首
脳たちが交渉 して解決するしかないのだが,まずそのための最初の
段階としてパキスタンはテロ団体 を支援するのをやめなければなら
ない。イン ド政府は何回もこのことを公言 しても利かなかったので
最後の対策 としてパキスタンを警告するしかなかった。
二・ 国民に安心 を
イン ドの新聞には数年前からパキスタンの核計画が報道 され,イ
ンド政府は核兵器 の保有 ・生産 ・配備にっいて明解な立場 を持たな
ければならないと国民に非難 されていた。今 までのイン ドの首相た
ちはその件 についてあいまいな発言をし続 けたのだが,今年の総選
挙に当選した新政府は連立内閣だったので,新政府にとっては国民
の御機嫌を取って国民からの支援を得るのは欠かせないこととなっ
ていた・国防のことで国民の新政府 に対する不満が毎 目増えている
のを背景に国民 を安心 させるために核実験 を行 うしかなかった。イ
ン ド国民の91パーセントはインドの核実験に賛成 したのである。
三.NPT・CTBTを 認めない
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イン ドだけではなく,世界のどの国も独立国家 として自国を防衛
す るために正 しい政策を取る権利 を持っているのではなかろ うか。
中国も日本も韓国もそうである。目常生活のことを言 うと,とな り
に住んでいる人がもし鉄砲 を持 っていた ら,自分の命 を守 るために
自分 も鉄砲を持つしかない。でもだからと言ってその鉄砲 を他人に
対して使 うわけではない。
同じように,我 々が自国を防衛するために核実験を行 ったが,他
国を脅やかしたり,内政干渉したり,強制的にいろいろ需要 した り
するつもりは全 くない。インド政府は核兵器 を生産するつ もりもな
く,世界のどの国に対 しても決 して利用するつもりはない。我々は
民族 として,国家 としていつも平和 を愛好している。核実験 を行 っ
てインド政府は平和を守るために不可欠である核抑止力 を確保 した
のである。
我々が好んでいる平和は平等 と公平に基づいた平和 である。従っ
て我々カ§NPT(核拡散防止条約)とCTBT(包括的核実験禁止条
約)を署名しない理由も平等に関する理 由である。今の核保有国で
ある五大国に核兵器 を廃棄する義務 を厳 しく与えないで他の国が核
兵器を持ってはいけないとするこの条約はインド人の目から見ると
不公平で不平等な条約である。NPTとCTBTに 署名 したら我々
が核兵器 を作る権利を失ってしまう一方,我 が国に対 して他の国が
核兵器 を使用する恐れがいつまでも残るのである。日本 と韓国の場
合米国が安全 を保証 しているが,イ ンドの場合我々は自分のカで国
を守るしかない。NPTとCTBTに 署名 したらイン ドに対 して核'
兵器を使用しないと言 うことを誰 も保証 しないし,保証 してもそれ
を守るかどうかは別の話である。一言で言 えば・今の核保有国は核
兵器 を持っている限 り,世界ではい くら平和が現れたとしてもそれ
は実際の平和 とは言えるだろうか。
インド人 としてこの問題の解決方法 として考 えられのは新 しい条
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約 の作成 である。核兵器 を持 っている国 と持 っていない国 と差別 し
ないで世界 の全ての国々を同 じよ うに扱 う新 しくて平等 な条約 をみ
んなで作成 しよ う。アメ リカ ・英国 ・フランス ・ロシァ ・中国 ・イ
ン ド.・パ キス タン ・イス ラエルは今持 ってい る核兵器 を全部廃棄
し,再 び生産 してはいけない。他 の国は核兵器 を作 ろ うとした りま
たはそ の生産技術 を確保 しよ うとした りしてはいけない。 こ う言 う
内容 の新 しくて公平で平等 な条約 をみ んなで署名 し,守 り続 けた ら
この世 に実際 の平和 が現れ るに違 いない。
○イ ン ド人 か ら直接冷静 な語 り口で事情,理 由 を聞 き感動 の波 がお こる。
全 く自発的 にK(韓 国)か ら 「イ ン ドの核実験 につ いて ど う思い ます か」
とい うイ ンタ ビューが始 ま り,見 学者 の 目本人3人 も含 めて多 くの意
見 が出 された。
○「き ょうの感想」書 く。
6月23目
06/19の感想紹介.
く4>一AL(韓国)担当
〈4>一BK(韓国)担当
要約文
各国平等の核武装の主張は,公平さの回復 にはなっても,核拡散
とその破滅的結果は避けられない。これは核兵器そのものがつ くり
1出した矛盾であって,そ の現実的な解決法は,核兵器の廃絶の他に
iなかろう.
インドの核実験は,核廃絶をめざして,日本が具体的計画をつ く
り,保有国に実行を迫 ることを促 しているといえよう。唯一の被爆
i国,反核の国民感情,非核三原則,核兵器製造能力 を備えながらの
自制 な ど,十 分 な条件 があるか らだ。
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OK(ロ シァ)「パ キス タンの核実験 にっいて」発表。多 くの新 聞記事 に 目
を通 し文 章化 したもので,聞 き とれ なかった とい う人 もいた。Kの 原
文 を交 えて要約す る。
5月28目パキスタン核実験。シャリフ首相は実験 の後でテレビ
で演説 し,実験に踏み切 った理 由をあげた。「① パキスタンにイン
ドの核実験が脅威 を与えた。② 国際社会はインドに対 して十分な
罰 を与えなかった。③ 国民の意向 を受 けて核実験を実施すること
を決断した。」特に目本に言及 し,「特使を派遣 してきた被爆国目本
の立場はわかるが,た だわれわれは広島と長崎の二の舞はした くな
い。目本 も核兵器があれば被爆 しなかったはずだ。」 と述べた。 目
本もアメリカも経済制裁に踏み切 った。私(K)の結論 として,「核
実験はこの地域の安定を著しく被害 したことがだれも否定できない
と思 う。(中略)さらに世界の核管理体制は抜本的な見直 しを迫られ
ることになった。」
この日の感想にKは 「先生からいただいた新聞の記事が大変勉強にな
りました。授業の内容も非常に面 白いと思います。後2回 の授業で皆 と
一緒にまたこの問題についてよく考えて議論 したいと思います。ロシァ人
として,こ うした問題に関心を持っていても,ロシァ人のほとんどは今核
廃絶 よりも日常生活の問題を大切 にしています。もちろん5年 前 と比べ
たら状態がだんだん安定 してきたけれども,改革 も進みながら,まだ解決
すべき問題 はた くさんあると思 う。」 と書いている。大量の文章 を速読 し
て要点 をまとめ,自分な りの結論まで出すプロセスは彼にとって大変だけ
れ どおもしろい勉強であったにちがいない。インド人が自国の立揚で述ぺ
るのとは異なる困難さがあったであろ う。ワシァはイン ドを支援する立場
にあったが,彼 の発表にそういう意識はなかった。
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6月30日
○テス ト30分
○ビデオNHKク ローズ ア ップ現代 「パ キス タンの核実験」 を見 る。K
の発表 を映像 によって補強 した。
主要国首脳会議(バー ミ.ンガム ・サミット)の特別声明でパキスタ
ンに自制を促 した り,特使 を派遣 して説得した米 ・目の努力 も空し
く,パキスタン政府は,核 実験強行 を求める国内世論 を抑え切れ
ず,実験に踏み切 った。
核兵器の開発は,1974年インド核実験後,危 機感に駆 られたブ
ット首相(当時)が,アブ ドゥール ・カーン博士をオランダか ら呼び
戻 し,首相直属の極秘プロジェク トをつ くったことから始まる。予
算 と人材を惜 し気なく投入 し,イン ドと同等の核開発能力を一刻 も
早くつくることが目標であった。材料も技術も世界から買い集 める
ことができた。「ある国が拒んでも他の国が売 ってくれた。精密部
品はボールペンと偽って ドイツか ら輸入した。1990年冷戦終結後
アメリカはもう売 らない,売 るな という政策をとったが,フ ラン
ス ・中国から売込みがあった。足並みの乱れに乗 じて,われわれは
蓄積 をし,20年以上の歳月をかけ平和 を保障する最善の方法 と信
じて核兵器開発に半生を捧げてきた」 とカーンは語っている。
科学者 としてカーンは実に恵まれた半生を過ごしたといえよう。戦前の
日本でも軍事研究のみに莫大な予算がつき,その分野の科学者は陽の目を
見たが,そ の他はすべて見捨てられた。原爆の父オッペンハィマーは,広
島の記録映画をみて初めて罪業の深さを知 り,水爆開発に反対 し,のちに
スパイ容疑で失脚する。「姿なき核開発」でみたロスアラモス研究所の現
在の科学者や,パ キスタンのカーンの何年か先の姿が,先に核 を生んだ科
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学者 と重なって見えた。そこで次の副教材 を用意 した。
○「核 を生んだ科学者の悔恨」
NHK原 爆 プロジェク ト 『地 球核汚染一 ヒロシ マか らの警 告』
(NHK出版,96,4刊)より
7月2目
○「核を生んだ科学者の悔恨」をざっと読む。
ムジ ョセ フ ・ロッ トプラッ ト
ポー ラン ド生 まれ。夫人 をナチスの迫害 で亡 くし,1939年渡英,
42年ア メ リカのマ ンハ ッタン計 画 に参加,ロ ス アラモス研究所
へ 。 ヒ トラー が原爆 を使 うの を抑 止 す る とい う目的 で あ った 。
44年 「この計画 の 目的 は ソビエ トを抑 え込 む こ とだ」 と聞 く。
す でに ドイ ツが原爆 開発 を断念 した と知 り,辞 職 して帰英す る。
「核戦争 に勝者 はいない」 とい う 「ラ ッセル ・アイ ンシュタイ ン
宣言 」 に署名 。57年科 学者 の集 ま る 「パ グ ウォシ ュ会議 」 の事
務局長,次 いで会長 とな り,95年 ノーベル平和賞受賞。
ムセオ ドァ ・テイ ラー
1949年ロスア ラモス研究所 で核兵 器 の性能 を向上 させ る研究 に
あたった。「核兵器 は破壊的 か もしれないが戦争 を抑止す るため
に必要 だ」 と研究員 はみな考 えていた。が,朝 鮮半島やベ トナム
で戦争 を くりかえす現 実を前 に,核 兵器 に対 す る考 えを180度
変 えた。「核兵器 だけでな く原子力 発電 も全廃す る ことが・核兵
器 をな くす ために必要 だと思 う。原子 力発電 は核兵器 と無縁でい
られないか ら」 と主張す る。人類 が精神的 に成熟 して初 めて平和
的利用 ができる と。
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○「核廃絶へ,わ た しができるこ と」
意見発表 。
以上 「核廃絶へ」 とい う文章 について,筆 者加 藤周一の表現意 図にでき
るだ け近づ くよ うに,ビ デオや発表 や資料 を使 って読解 の授業 をしてき
た。授業の方法 として考 えたつ もりで あったが,結 局 これが私 の読解 の方
法,私 な りの読 み解 き方 だ った とい うこ とになる。つ ま り,「既得 の知識
に とどまらず,好 奇心 を もって周辺 を知 ろうとし,そ の知識 によって本文
の理解 が深 められ る」 とい うこ とである。
IL「 読む」から 「書 く」「話 す」へ
私 がこの文章 を選 んだ のは,(1)タイ ム リー な話題 である。(2)クラス
にイ ン ド人 がい る。 しか も他 の学 生 か ら反撃 され る よ うな内容 でな い。
(3)パキス タンの実験以 前 に書 かれた ものだが内容的 に矛盾 を生 じない。
とい う程 度の判 断で あった 。 しか し,初 回の 「きょ うの感想 」 を読 む と,
関心 をもち知識 もあって,1回 目の授業 です でに自分 の意見 を述べてい る
人 が過半数 を占め,関 心 がなか った人 も 「も っと知 りたい」 と積極的 な人
が多かった。この反 応 に触発 されて,私 がこのテーマ を選 んだ底部 にある
意識,目 本人 の感覚,「核 はひ どい」 を外 国人 に伝 えたい,ひ ろげた い と
い う願 望が 自覚 され た といえる。
「きょ うの感想 」 は,人 数 が多い揚合 は特 に,学 生 の発言す る機 会 が少
な く,授 業 が一方通行 にな りかね ないの で,毎 回授業 で強 く感 じた こ と,
疑 問,意 見な どをB6の 紙 に書 いても らうものであ る。そのい くつ か を紹
介 しよ う。
第1回6月9目
OLK(韓国)今まで興味 な く見逃 していた ことを改 めて考 えてみ ることが
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できた とっても良い授業でした。
イン ドが核爆弾 を作 ったのは本当に驚 く出来事ですが,そ の核爆弾を
作 る基 となった背景 にはどのようなことがあるのかをくわしく調べてみ
たいです。例えば,パ キスタンとの対立以外 に何があるのか。
OP(ドィツ)知りたいこと:(1)ドィツと目本の核武装に対する態度/ド
イツと目本の役割。(2)目本は今アメリカの核政策にっいてどう思 って
いるのか。(3)目本 とアメリカの安保にっいて。
おどろいたこと:冷戦が終わったのになぜアメリカの核実験のための
予算は増えているのか。(注:「姿なき核廃絶」の中にCTBT締 結の翌
年の予算が40億ドルから50億ドルに増えた とある。)
OH(ドイッ)核実験に基づく国際政治事情や科学的な知識に詳 しくないた
め,今 目のようにビデオを見せて頂いてよかったと思います。加藤周一
氏の記事のように目本人の意見を核(原)爆犠牲国の立場から考えるのは
面白いです。広島の犠牲の意識は国民にどの程度に残っているか,又 は
犠牲 の役割は目本の第二次世界大戦に対する意見に関するかを知 りたい
です。
ムドイッの教育が戦争を厳しく反省する内容であったことが,学生の書い
た文章の中から推察できる。
OB(アメ リカ)今目の米国 の核実験 について の ビデオを見 る と・一つ考 え
たのは,ビ デオの制作者が信頼で きない とい うこ とで あった。いっ で も
あ あい うふ うに怖 い音楽 をつける と 「何 これ」 と思 って しま う。
しか し,新 聞や ニュースによる と,や は リアメ リカの政 策が偽善 的な
こ とは否 定で きない。なぜ かとい うと,ア メ リカの国際的 なカ はある程
度核武装能力 に基づいているけれ ども,ア メ リカは他 の国の核武装能力
をコン トワール させたい。他の国が核実験 を行 うのは 自分 が脅迫 され て
い る感 じを持 っているか らではない だろ うか。 自分 自身が安定性 を感 じ
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た ら,イ ン ドの よ うにカ を誇示す る必要はない と思 う。
ムビデオの冒頭,タ イ トル が出 て くる前に,ま ずアメ リカ人 による 「核実
験反対!!」のデモが映る。次 のプ ロロー グの部分,ロ スア ラモス研究所
に近づ いて行 く背景 に,暗 い感 じの,何 か起 こ りそ うな気配 のす る音楽
があった。無意識 に見てい るときはテーマに沿 って流 れている とだ け思
っていたが...。
OB(イン ド)今目の授業はとても面白かった。インド人として無関心でい
られない核問題をみんなと一緒 に知ろうとしたり,討論したりする機会
があって良かったと思 う。目本の社会 ・文化 ・目常生活などについての
新聞記事を読むのも面白いが,そ れよりも現代の国際社会における政
治 ・経済などの分野からの話題 について読んだり討論 したりするのはか
なり面白いと思 う。なぜならぱ,目本へ留学するということで目本につ
いてのいろいろな情報 をいろいろな国から来た留学生と一緒に我々がみ
んな直面 している問題 について意見の交流ができる揚所はここしかない
からです。
△たしかに日本についての教材を選択することが多かった。国際交流,討
論の場は琴室であっていいわけだ。"利害の反する立場 にある国の学
生"な どと意識 して,避 けていた気がす る。
OLS(韓国)すで に核 を保 有 してい る五 力国がイ ン ドとパ キス タンの核 実
験 について非難 す るのはおか しい。
OZ(韓国)私はイ ン ドとパ キス タンの核実験 に対 して世界 の国々が提起 す
る非難 と批判 の根拠 と,自 国 の立場 について知 りたい。そ して主要国 が
イ ン ドとパ キス タ ンに対 して どんな態度 を取 って いる か,あ るい は
NGOは どんな行動 を取 っているか等にっいて詳 しく知 りたい。
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△文章 をよ く理解 した上 で,自 分 の意 見 として 「お か しい」 と表 明す る。
Zは 外務省 の仕事 をしていたとい うこ とだ。
第2回 公 開授業
OH(イ ン ドネ シア)ニ ッシム さんの ス ピーチ を聞 いた ら,多 少 イ ン ド人
としての気持 も分か ったが.、響。 もしイ ン ドネ シァにイ ン ドの ように問
題 が あるな ら,た ぶんイ ン ドの ような対策 を とるかもしれない。その他
に私 はまだ深 く考 えてい ないので,あ とで少 し色 々な資料 をしらべてみ
たV、と、思 う。
OKM(韓 国)私は今回 のイ ン ドの核 実験 は とて も自由主義 な発想 で行 わ
れた と思 い ます。国民 に安心感 を持 たせ るためだ って～_。 そ うな ら
ば韓 国の場合 はど う～ 北朝鮮 との何十年 にわたるきび しい状 況の 中で,
韓国 の国民は不安感 を持 ってないだろ うか。政府 は強 くな りた くないの
か。そんなわけはない と思 う。核 を減 らす ための一番 の努力は も う作 ら
ない とい うことである。 どんな に自由の問題 があ るとしても核 を持 って
いるだけでそれ を解決 しようとす る考 えは本 当にバカバ カ しい と思 いま
す。
△自分 の国の問題 と して考 え ようとしてい る。Hは 核 のマイナ スも知 っ
ているか ら調 べ よ うと言 う。Kも 自分 の国の問題,と して意識 し,隣
国の脅威 にさらされ,強 くな りた くないわけないのに核 を持た ない のは
なぜ～ と思 いつつ も,核 をもつバ カバ カ しさを認識 している。
OC(タイ)今 目,イ ン ドのニ ッシムさんの意見 を聞いて,な るほ どと思 っ
たのです。普通 はニュー スを見 た り,新 聞 を読 んだ りして,イ ン ド人 と
バ キスタン人の意見や声 を知 りませんで した。中国人,ア メ リカ人 ・ ロ
シア人 の意見 を聞いてその背景 が分 か るよ うになって大変面 白か った と
思 います。
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△ここでも直接 その国の人か ら話 を聞 くこと,話 し合 うことの メリッ トが
述べ られてい る。
OJ(中国)不安だと感 じている。核廃絶への道はかなり長いと思 う。なぜ
世界和平 を言い続けるのに核兵器を持っている国がだれもやめてくれな
いのだろうか。国の尊厳とい うことを象徴するものは核兵器かあるいは
世界中の難民に援助することか。全世界の人々のカを借 りて,そ の核廃
絶までの努力をしたい。
OLS(韓国)核廃絶のためには国際社会での国の問の信頼の回復が重要 だ
と思 うが核廃絶は現実的に不可能だと思 う。人類の歴史 を見ると,人類
はいつ も戦争をくりかえしてきた。今 までの状況なら人類ははめつの道
を歩むしかないと思 う。(悲観的だけど)
△核廃絶 はむず か しい,無 理,不 可能 とい う人 がほかに4名 。別 な表現
にしている人 が次の2人 。
OSR(ドイ ッ)広島 と長崎 の写真 を見る と誰 で も核兵器 の酷 さが分 かる よ
うになる。だか らもちろん,そ うい う物 を中断すれば いい と思 うけれ ど
も,ア メ リカ,ロ シアのよ うな軍 事的なカ を持 ちたがってい る諸 国の立
揚 を も理解 できる。それ らは核兵 器 が一番 強 い兵器 と思 ってい るそ う
だ。それ に対 して私 は,一 番 強い兵器 が人 間的 な愛 だ と思 っている。
OA(スェ ェーデ ン)心か ら思 ってい るこ とが大切 です。例 えば核兵器 を持
ってい る国々 は,核 廃絶 をす る意志 が強 くない と核廃絶 は無理 だろ う。
しか し心 か ら思 っていることだけでな く,現 実 につ いても考 えない とい
けないだろ う。今 目の世界 には私 たちはい くら意志が あって も核廃絶 が
不可能 だ と思 っています。
△現実的 に核廃絶 は見 えてこない状況 か ら,「人 間的愛 」や 「心か ら思 っ
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ていること」 とい う抽象的次元の表現 にな らざるをえない。
ON(日 本)見学者 。教室 に入 った時 か ら留 学生 の皆 さんの 目本語 の レベ
ル の高 さに驚 かされ ました。 また,授 業 自体 も興 味深 い内容 でかつテキ
ノぐキと進 んでお り普段 の学部 の授業 よりも数段お もしろか ったです。
多 くの国 々の方 が集 まっているため,"日 本語"と 同時 に"異 文化理
解"等 の勉強 にもな っていて,う らや まし くも思 えま した。今 回は見学
者がいたため,目 本人の意見 もでま したが・普段 もディスカ ッシ ョンで
一般 日本人 の参加 がある と一層内容 の濃 い ものになるので はないか と思
いま した。
ムクラスヘの 目本 人参加 は99年 度 か ら具体化 された。 うれ しいこ とであ
る。
第3回
OLY(韓 国)イ ン ドとパ キス タンの行動 は全 く幼稚 なこ とと しか思 えな
い。子供 が一発 な ぐられ たか らな ぐりか えす よ うな こ ととしか思 えな
い。 しか しこれが核問題 で あるた めに世界 に波紋 をお こ してい る と思
う。 イ ン ドやパ キス タ ンを責 める前 に核 を所有 してい る強 大 国(米 ・
露 ・英 ・仏 ・中)が核廃絶 すべ きであ る と思 う。自 ら核廃絶 させ ない限
り,国 際での発言 にお いてカを発揮 しないだろ う。
自分だ けの国を守 ろ うと思 って核 を保有す るこ とは今 は望 ま しくない
ことであろ う。 もちろん人 間とい うものは 自分 を考 えてか ら国を考 えて
次は世界 を考 えるもの だが,核 とい うものは地球 を破滅す るカ をもって
いることに注意 しな くてはならない。地球 がな くなっては人 問は住 む と
ころを失 うか らである。核 の問題 をみて も世界 は矛盾だ らけで ある。 こ
の よ うな矛盾 を直 してい くために世界 の人々 が努力 してい くべ きで あ
る。
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△「自分 」「国」「世界」 とい う順序 で考 える とい うのは,他 にもワー ル ド
カ ップの例 か ら言及 し,グ ローバル になったとい うが ...と嘆 く人 もい
た 。結 び を書 く段 になる と抽象 的 にな るのはやむ をえないこ とだ と思
う。
OTT(韓国)先生には誠に申訳ないと思 うがどこの国のどんな核がどうな
っているとかにはまった く興味がない。何年か前,北朝鮮の核問題 で韓
国内が騒然 としていた時さえそ うだった。まったく筋の通 らないどう考
えてもおかしいとしか思えないNPTと かCTBTと かの話につ きあ
いたくない。
ムニ ヒルな人 とい うわ けで はないだ ろ う。 この人 も出席 が少なか ったが,
も う一人欠席 の多い ロシア人が 「語彙 を増 やすこ とや読解力 向上」 を考
えて 「核 」 に停滞 するな とい う忠言 をもらった。
学 生の文章 はほ とんど原 文の ままであ る。漢字 に して読 みやす くした
所 も少 しあ る。内容 に注 目してほ しいか らである。
最後 に 「核廃絶,私 のできること」 とい う作文 を30分 で書い てもら う
予定 であった。 しかし学期末 で落着 かない時期 とな り,欠 席 も多 くなって
これはや め,そ れぞれ話 すこ とに した。録音テー プもな くメモ しかないの
で分析 できないが,内 容 としては 「き ょうの感想」 に書 かれ たものと大差
はない。人 の発言 を聞いてか ら話 すわ けだか ら,重 複 は避 け,補 う形で話
は進 んだ。「これ を機会 にチ ャンスがあれば運動 に参加 したい」 とい う韓
国の女性 もいた。討論 をして全員 で解決 す るとい うようなテーマではない
か ら,各 々が 「自分 は何がで きるか」 を考 えて話 して くれれば と思 った。
それか 「核 廃絶 へ」 とい う文章 を読 んで,自 分 が どう変 ったか を検証す る
ことになるのではないか。知識 を頭 の中 に入れ ただけでは何 も変 らない。
それ を書 く ・話 す ・討論す るためは,と り込 んだ知識 を自分の頭 の中で咀
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窟 し,自 分 の思考 にまで高 めなければな らない。人問が成長 す るのは この
課程 をふむ ことであろ う。教 育 とはその支援 をす るシステ ムであって,知
識 を与 えることに とどまるべ きではないだろ う。長 い問教師 は学生 に教 え
るのだと思 って きたが,ど うもちが うよ うだ。学ぶ主体 は学生 でそ の支援
をす るのが教 師であ る。 とす る と教 師 とい うこ とば も適 当でない が 一 ・。
その方法 の模索中にぶつかったのがこのクラスであったわけだ。
その後 も核廃絶 へ の道 が近づ いた とい うニ ュー スは ない。99年4月 イ
ン ド・パ キスタン双方 が中距離弾道 ミサイル発射 の実験 を行 った。世界 の
非難 をよそに両国 は軍 拡 に向 っている。イ ン ドのNは どう受 け とめてい
るだ ろ うか。27名 の この クラスにいた人 たちは,こ のニュース を どんな
ふ うに感 じていることか。
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